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1995年 (平成7 年) 1 月'"'"'1995年 (平成7 年) 12月
近代東アジア世界の構造連関
研究状況
I 班 研 究
日本部
「大東亜共栄圏」の経済構造
10月 2 日 石田興平のモデルに見る 日本 ・ 満洲 ・
上海の貨幣的連関安冨歩
11月6 日 思想、連鎖の磁場と しての東ア ジ ア
山室信­
11月 20 日 文学史の発見と東ア ジ ア 粛藤希史
12月 4 日 征韓論の前提 (II) 飛鳥井雅道















2 月22 日 瀬尾メ モ につ いて 松本
1940 年代台湾工業の見取図 山田
4 月 12 日 台湾工業化の諸会議につ いて 近藤
「大東亜金融圏」論山本
4 月26 日 資源委員会関連の資料につ いて 松本
戦争末期日本の植民地統合水野
5 月 10 日 東亜経済懇談会につ いて 山本
中国の台湾「光復」近藤










































2 月 10 日
3 月 10 日
3 月28-30 日
5 月 10 日
6 月7 日








19 世紀 日本におけ る吉見の分割 谷川
イソップ会読準備・重山文庫見学
粛藤
9 月27 日 イ ソ ッ プ選読 粛藤 ・ 平田 ・ 谷川
10 月11 日 イ ソ ッ プ選読 米井 ・ 青木
10 月25 日 <神>の翻訳 鈴木
11 月25 日 近代中国にお け る西皐東漸と言語文
化交流史の研究方法内田
11 月29 日 イ ソ ッ プ選読 粛藤































7月 12 日 満洲中銀の横浜正金への低利融資問
題安冨
書評・疋田康行編 ri南方共栄圏 J J
山本
9 月27 日 「 日 蘭会商」 につ いて 龍谷
書評・堀和生『朝鮮工業化の史的分
析」松田
10月11 日 訪中報告 山本
国民政府資源委員会について
石川禎浩
10 月25 日 満洲国農業金融調査につ いて 安冨
満洲鉄鋼業の戦争被害化工部門の
損害と復旧松本
11 月 8 日 南洋協会につ いての メ モ 龍谷
いわゆる「南方」関係調査機関・団
体について高橋益代
11 月 22 日 ア ジ ア政経学会大会報告要旨 山本
台湾総督府の「南進」近藤























4 月28 日 幕末政治と大久保利通 佐々木
5 月26 日 松村弁治郎の思想と行動 落合
7 月21 日 日清戦争報道と従軍記者 原田
8 月16 日 殿様祭か ら天皇祭へー維新期民衆意
識の諸相一三沢
9 月29 日 奈良県再置運動をめ ぐ る人々 谷山
10月27 日 日本美術史の成立 ・ 試論一古代美術
史の時代区分高木



















2 月10 日 朗瞳阪谷素についてーその2- 小股
2 月24 日 「奇兵隊日記」 原本の伝存状況につ
田口tlOn
3 月27日Simbolismodell'aHabeto ー ル
ネサンス・バロック期の techno­
paegnion , calligramma , rebus ,
geroglifico , emblema , impresa
などを中心に一小林
4 月17 日 パス カ ル と 「象徴」 鹿田
5 月8 日 「高踏派」 か ら 「象徴主義」 へ 一言
語の分身と死一小山
5 月22 日 エ リ フ ァ ス ・ レ ヴ ィ に お け る 光 と 闇
のメタファ一一オカルテイズムの
光学一鈴木
6月5 日 フ ラ ン ス象徴主義批評に関す る 諸問
題丹治





















1 月 23 日 象徴と し ての漢字 一 フ ェ ノ ロ サ の
漢字論から一斎藤
2 月 13 日 人類学におけ る象徴分析 一儀礼研
究における象徴をめぐって一田中






7月10日Roman moderne をめ ぐ っ てー ジー
ドとヴァレリ一三野
9 月18 日 文学にお け る シ ンボルについて ボー
ドレールの Parfumを通して一
原田
10月 2 日 マ ラ ル メ におけ る テ ク ス ト 経済学
松島
10月23 日 Baudel a ire etl'espritdeson
siecle Guyaux
11 月 13 日 分析哲学と シ ン ボル理論Nelson
Goodman の場合一 大浦
11 月 27 日 ギ ュ ス タ ー ヴ ・ モ ロ ー と象徴主義
神話の変貌一吉田
12 月16 日 ク ロ ー デル と象徴主義 内藤


















1 月 23 日 牧畜民 ト ゥ ル カ ナ にお け る儀礼の機
能北村
2月13 日 パカ ・ ピ グ ミ ー にお け る 発話重複 と
長い沈黙北村
3月 27 日 中間総括 (そ の1 )全員
4 月 17 日 中間総括 (そ の 2)全員
5 月8 日 中間総括 (そ の3) 全員
$主4 報
5 月22 日 中間総括 (そ の4) 全員
6 月12 日 ス ペルベ、ルをめ ぐ っ て 菅原
6 月26 日 「演劇性」をめぐって 藤田
7 月10 日 「フッテイング」をめぐって
串田・水谷
9 月 11 日 表情認識モデルにかんす る 考察
米谷(ゲスト)
10 月9 日 叙述の こ と ば ・ も の ま ねの こ と ば
藤田
10 月23 日 知る こ と の位相 谷
11 月 13 日 デ ィ ス コ ー ス ・ パー テ ィ ク ノレに つ い
て 山森
11 月 27 日 配慮の形式 菅原
12 月 11 日 マ ルチ チ ャ ン ネ ル ・ コ ミ ュ ニケー シ ョ
ンからみたアイロニー 解釈 定延




本研究班では， 1) 近年注 目 さ れつ つ あ る主体
(subjec t) や 自 己(selO ， 行為者(actor) ， ノ " ｭ
ソン，エージェント，個人(individual) ，アイデ
ンティティ，情動などの概念に着目し，そうした概
念の学説史上の背景と意味を探り， 2) こ れ ら 諸概
念の民族誌記述(とくに自省的・実験的民族誌と呼
ばれるもの)における有効性などを批判的に検討す

















7月17 日 出家 ・ 個人 ・ カ ー ス ト ー セ ン グ ン ダ ・
ムダリヤールとリンガーヤト派一
田中雅一
9 月18 日 シ ンガポールの都市と 幽霊 根布厚子
10月2 日 Crαrft ing Selves:Po ωer ， Gender ,
αnd Discoursesofldentityin
αJαpαη ese Workpl αce by
DorinneK.Kondo をめ ぐ っ て
田中雅一
10 月16 日 図式 と記憶 儀礼のなかの主体一
田辺繁治
11 月6 日 占い と 日本近代 迷信 ・ 権威 ・ メ テe ィ
アー鈴木健太朗
11 月20 日 <歴史>の生成す る現場ー ペル ー ・
クスコ県における記憶の政治学
細谷広美
12 月4 日 韓国社会 と両班化 儒教儀礼く精轍
化>と<簡素化>をめぐって
岡田浩樹


































1 月10 日 中 ・ 近世 ピ レ ネ 一地方の被差別民カ
ゴ江川
1月24 日The middlesortofpeople の成
立と分解川北


































































19 世紀 も後半に入る と ， 今 日 われわれが 「研究者」
と呼びならわしている人々が大量に出現し，さまざ



















6 月20 日 かた こ と 直 し考 横山
6 月27 日 イ プ ン ・ ノ イ ン ナ ー の 「 日 言己」 を と お
してみた 11世紀のバグダード川本
7 月4 日 ビザ ン ツ政治史にお け る 手紙につ い
て井上
9月19 日 も う 時代区分なんかい ら な い
佐々木
9 月26 日 宮廷 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 服部
10 月3 日 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し ての法 : 啓
蒙期ドイツの法言語改革をめぐって
三成
10 月17 日 近世期 フ ラ ン ス の 「国王の入城」 儀
礼阿河
10 月24 日 ロ ー マ帝国におけ る リ テ ラ シ ー と コ
ミュニケーション南川
11 月7 日16 世紀 ド イ ツ の謝肉祭 田中俊
11 月 2 1 日 訟師秘本のなかの法律情報 夫馬
11 月 28 日 中国におけ る商業出版につ いて
金文京
12 月5 日 中世ボ ロ ー ニ ャ の書籍取引 山辺




























1 月20 日 メ デ ィ ア と ネ ッ ト ワ ー ク ー グ ロ ー ノ て
リゼーションの未来室井
1 月27 日 熱帯科学と植民地主義 冨山
2 月24 日 植物学の同胞ーイ ン ド植物学の発達
と国家川島
3月17 日 ア サ イ ラ ム と精神医学 「治療」 の
ディスクール山中
3 月 24 日 犯罪者捜査の国際化 19世紀末の
identification の 手法と その普遍化
渡辺
4 月 28 日 家族の政治学 フ ラ ン ク フ ル ト 社会
研究所・共同研究『権威と家族」を
めぐって上野
5 月 12 日Pinel's Nosogr α:phie and the
statusofpsychiatry
P.Dumouchel
5 月26 日 ウ ェ ッ ブ夫妻 『社会研究の メ ソ ッ ド』
をめぐって光永
6 月9 日 組織化の有機的イ デオ ロ ギ ー 中井
正ーのく集団の論理>前川
6 月23 日 ア メ リ カ研究の組織化ーニ ュ ー ・ ヒ
ストリシストカ 3らニュー・アメリカ
ニス卜へ水嶋
7 月 21 日 日本にお け る衛生学の誕生 大 日 本
私立衛生会について阪上
9 月22 日 明治期日本におけ る国家学の継受一
報
国家学会をつうじての考察瀧井
10 月13 日 人類学研究所の展開ーア フ リ カ の ロ ー
ズ・リヴィングストン研究所をめぐっ
て田中
10月27 日 ル ・ プ レ ー学派の分裂一直系家族の
観念との関連で富永
11 月 10 日 国家介入主義と計画化 小林
11 月 24 日 変化の中の こ と ば-1920 --- 30年代の
ベルー・アヴァンギャルド運動を中
心に崎山
12月8 日 国際失業会議と失業問題 字城
東方部
唐宋美術の研究班長曽布川寛
1990 年4 月 か ら始ま っ た 「六朝美術の研究」 は ，
1995 年3 月 を も っ て終了 し ， 1995 年4 月 か ら新た に



















(上海古籍出版社， 1985) を テ キ ス ト に そ の注を讃
みつつ， 19 世紀の併諜注1 例， 20 世紀初めの英語注

















































































































































1 月28 日 正保4 版 『箪箆抄』
上巻序 23丁，..，.， 28丁横山
「らし )Jについて原田
2 月1 日 神道大系本 「箪箆内伝J 巻第一
「天道神方 J ,..,.,r歳徳神方」 木島
神道大系本『宜室内伝J
「八将神方」井波
2 月18 日 神道大系本 「重室内伝J 4 ,..,.,6
都築



























































「復日 J - I三箇悪日 」 三浦
顛なる媒介一中国における繕董とそ
のタイトル木島
1 月18 日 神道大系本 『草草内伝』
「無題日 J - I八剛神方」
わが国の中世の「らい」
12 月9 日 神道大系本 『箪室内伝』




































原始{弗教起源論 荒牧典俊 事 業 概 況
中国美術の様式と意味 曽布川寛 夏期公開講座中国建築の様式・技法・空間 田中 淡
近代中国の綿紡織業 森 時彦 1995年7月 於本館大会議室
新漢字コード系の構築 勝村哲也 物語としての過去
道教思想研究 菱谷邦夫 7 日 自伝のトポス一六朝士大夫の私語りから
敦士皇寓本の言語史的研究 高田時雄 粛藤希史
中国古代中世の法制 冨谷 至 現代インドの宗教ナショナリズムが語る
先秦時代の金文 浅原達郎 過去 田中雅一
中国の小説、演劇及び講唱文学の演変金 文京 パビン共和国盛衰記近代ポーランドの
清代の文化と社会 井波陵一 パロディ国家 山 哲
古代中国の考古学研究 岡村秀典 8 日 「犬と中国人は入るべからずJ
中国科学の基礎理論 武田時昌 上海租界伝説 石川禎浩
古代中国における天文学と文化 新井晋司 「統治の書」と十~十二世紀の東方イス
初期イスラーム時代のアフガニスタン・北インドの ラーム世界 稲葉 穣
歴史的研究 稲葉 穣 王昭君の物語一片思いの文学 金文京
インド・中国における唯識仏教の基盤と背景 開所66周年記念公開講演会
船山 徹
中国共産主義運動の歴史と思想 石川禎浩 1995年11月16 日 於本館大会議室
宋元道教研究 横手 裕 経典の偽作と戒律党網教をめぐって
明清時代の官僚制度 谷井陽子 船山 徹
中国中世皐術史の研究 木島史雄 読む機械一啓蒙思想、と活字メディア
中国小学史 森賀一恵 富永茂樹























PRELUDETOA KISS 米井 力世































Shah-ji-kiDheri 主塔の選変 来山 正進
元史刑法史訳注稿(1)
「中国近世の法制と社会」研究班














1995 年3 月31 日刊
宋会要輯稿編年索引梅原郁編
1995 年3 月31 日刊
中国叢書綜録未収日蔵書目稿李鋭清編
1995 年3 月31 日刊
所報「人文 J第 41号
1995 年3 月31 日刊
-160-
-小野和子(東方部)教授は，停年退官 ( 3 月 31日
付)。
-光永雅明(西洋部)助手は，辞任( 3 月31 日付)
の上，神戸市外国語大学講師に就任。
-佐々木博光(西洋部)助手は，辞任 ( 3 月 31日付)
の上，大阪府立大学総合科学部講師に就任。
・中砂明徳(東方部)助手は，辞任 ( 3月 31日付)
の上，神戸女子大学講師に就任。
-阪上孝教授(西洋部)を当研究所長及び附属東
洋学文献センタ一長に併任 ( 4 月 1日 -- 1997年 3
月 31 日 )。
・三浦園雄大阪市立大学教授は，併任教授(比較文
化研究部門， 4 月 1 日 -- 1 996年 3 月 31 日 ) 。
・串田秀也大阪教育大学助教授は，併任助教授(比




方部)に転任 ( 4 月 1日付)。
-小山哲島根大学助教授は，当研究所助教授(西
洋部)に転任 ( 4 月 1日付)。
-塚本明(日本部)助手は，三重大学人文学部助
教授に昇任 ( 4 月 1日付)。
・龍谷直人名古屋市立大学助教授を，助教授(日本
部)に採用 ( 4 月 1日付)。
・瀧井一博氏を助手(日本部)に採用 ( 4月 1日付)0
・谷泰教授(西洋部)は， 12月18 日 大阪発， 国
立科学研究センタ一所属現代イラン世界に関する





於いて家畜管理についての調査を行い， 1 月1 日
帰国0
・小野和子教授(東方部)は， 1 月4 日大阪発， 海
南省に於いて「中国国際漢学研討会」に参加， 1
月 10 日帰国0
・小南一郎教授(東方部)は， 1 月5 日大阪発， 海




研究資料蒐集を行い 1 月 13日帰国0
・岡村秀典助教授(東方部)は， 1 月7 日大阪発，
荊州地区博物館に於いて湖北江陵陰湘城遺祉発掘
調査の打ち合せ及び遺祉周辺の踏査，出土遺物の
調査を行い， 1 月13 日帰国0






落調査を行い， 1 月29 日帰国0




資料蒐集を行い， 2 月12 日帰国0
・梅原部教授(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 2 月22 日成田発， 大英図書館 ・ ブラ ッ
クフライアース分館に於いてスタイン中央アジア
蒐集資料の調査と研究を行い， 3 月2 日帰国0
・来山正進教授(東方部)は，文部省科学研究費補
助金により， 2 月28 日 大阪発， マ ト ゥ ラ 一 博物
館に於いてストゥーパ資料収集，サンゴール遺跡、
に於いてストゥーパ遺構の調査を行い 3 月 7日帰
国。




マ・ヴェーダ伝承の現地調査を行い， 3 月20 日 帰
国0
・岡村秀典助教授(東方部)は， 3 月10 日大阪発，
荊州博物館に於いて湖北陰湘城遺祉の発掘調査を
行い， 3 月20 日帰国0
・高田時雄助教授(東方部)は， 3 月 16 日大阪発，
スタンフォード大学に於いて「中園語法史学会」









・金文京助教授(東方部)は， 3 月24 日 大阪発，
復旦大学古籍研究所，北京図書館に於いて中国演
劇に関する資料収集，杭州大学に於いて「江南と
日本」国際シンポジウムに参加， 4 月6 日帰国0
・富永茂樹助教授(西洋部)は，委任経理金により，




究資料収集を行い 4 月 15日帰国0
・岡村秀典助教授(東方部)は， 4 月13 日福岡発，
荊州博物館に於いて湖北陰湘城遺祉の発掘調査を
行い， 5 月14 日帰国0
・冨谷至助教授(東方部)は， 5 月 21 日羽田発，
中央研究院歴史語言研究所に於いて居延漢簡の調
査・研究を行い， 5 月26 日帰国0
・田中淡教授(東方部)は，在外研究員旅費によ
り， 8 月6 日大阪発， 香港中文大学に於いて 「中
国建築史国際会議Jに出席， 8 月11 日帰国0






料収集を行い， 8 月 22 日帰国0
・前川和也教授(西洋部)は，委任経理金により，
7 月5 日大阪発， 大英博物館に於い て シ ュ メ ー ル
模形文字粘土板文書の研究を行い， 8 月28 日帰国0
・冨谷至助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により， 7 月30 日大阪発， 国立博物館， 民
族学博物館，大英図書館に於いて欧州所蔵中国簡
臆調査及び研究打ち合わせを行い， 8 月23日帰国0








いて王世平宣教部長と学術交流を行い， 8 月 24 日
帰国0
・谷泰教授(西洋部)は， 7 月 21 日大阪発， 大英
博物館，熱帯研究所，民族学研究所に於いて家畜
化起源に関する考古学関係資料蒐集，ケンブリッ
ジ大学に於いて Clutton Brock 主任研究員 と 動
物考古学動物行動学等家畜化起源論関係について
討議，ベルガモ県北部山村に於いて牧民への間取
り調査を行い， 8 月 30 日帰国0
・山本有造教授(日本部)は，文部省科学研究費補




る統計資料調査を行い， 9 月5 日帰国0




神史に関する資料蒐集を行い， 9 月 12 日帰国0
・岡村秀典助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により， 8 月28 日大阪発， 国家文物局， 北
京大学に於いて内蒙古岱海地区における考古調査
打ち合わせ，内蒙古文物考古研究所，岱海遺祉に
於いて考古調査を行い， 9 月20 日帰国。




議」に出席・研究発表を行い， 9 月 22 日帰国0




議」に出席・研究発表を行い， 9 月 22 日帰国。





治思想に関する資料蒐集を行い， 9 月23 日帰国0




政治思想に関する資料蒐集を行い， 9 月 23 日帰国0




文学に関する資料蒐集を行い， 9 月 23 日帰国0










調査及び蒐集を行い， 10月 4 日帰国0








・荒牧典俊教授(東方部)は， 10月16 日 成田発， 世
界宗教研究所に於いて「第 6回日中仏教学術会動
に出席・研究発表， 10月 19日帰国。
-小南ー郎教授(東方部)は， 10月19 日 大阪発， 故
宮博物院に於いて故宮博物院70周年記念特別展に
係る資料調査を行い， 10月 22日帰国。
・木島史雄助手(東方部)は， 10月19 日 大阪発， 故
宮博物院に於いて故宮博物院70周年記念特別展に
報
係る資料調査を行い， 10月 22 日帰国。









会」に参加， 10月 24 日帰国。


















































集を行い， 12 月22 日帰国。
・岡村秀典助教授(東方部)は，文部省科学研究費
補助金により， 12 月12 日大阪発， 蘇州市見山に於
いて草鮭山遺祉の発掘調査を行い， 12 月25 日帰国。
164-
